
16市報やまぐち　2025 年（令和 7年）6月 15日号

・
そ
の
他
︑
骨
髄
バ
ン
ク
が
必
要
と
認
め

る
通
院
等

※
骨
髄
等
の
採
取
の
た
め
の
手
術
お
よ
び

こ
れ
に
関
連
し
た
医
療
処
置
に
よ
っ
て

生
じ
た
健
康
被
害
に
係
る
通
院
等
の
日

数
は
除
く

▼
対
象

(次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
)　

・骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク

事
業
に
ド
ナ
ー
登
録
を
行
い
︑
骨
髄
等

の
提
供
を
完
了
し
た
方
︵
最
終
同
意
の

後
に
骨
髄
等
の
提
供
が
中
止
に
な
っ
た

方
を
含
む
︶

・市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・こ
の
助
成
金
と
同
様
の
趣
旨
の
他
の
助

成
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

・令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
最
終
同
意

を
行
っ
た
方

▼
申
請
期
限　

通
院
等
の
最
終
日
の
翌

日
か
ら
１
年
以
内

▼
申
請
方
法　

下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照

問問
申申

健
康
増
進
課
☎
０
８
３
︲
９
２
１
︲

２
６
６
６

妊
産
婦
歯
科
健
康
診
査

妊
産
婦
歯
科
健
康
診
査

　
妊
娠
中
・
産
後
の
虫
歯
や
歯
周
病
を
予
防

す
る
た
め
︑
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
︒

▼
内
容　

歯
科
健
康
診
査
︵
虫
歯
・
歯
周

疾
患
の
状
態
︑
口
腔
清
掃
の
状
態
等
︶︑

歯
科
保
健
指
導

▼
実
施
医
療
機
関　

妊
娠
届
出
時
に
配
付
し

た
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
︒

選
30
人
程
度

▼
講
師　
大
草
香
代
氏
︵
子
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
愛
施
設
長
︶

▼
持
参
品　

筆
記
用
具

▼
託
児　

要
申
し
込
み

問問
申申

６
月
25
日
︵
水
︶
ま
で
に
︑

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

電
話
で
︑
社
会
教
育
課
☎

０
８
３
︲
９
３
４
︲
２
８
６
５

第
３
回
子
そ
だ
て
マ
ナ
ビ
ィ

第
３
回
子
そ
だ
て
マ
ナ
ビ
ィ

︻
親
子
む
し
む
し
探
検
隊
！
〜
真
夏
の
昆
虫

の
生
活
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
〜
︼

▼
日
時　

７
月
30
日︵
水
︶9
時
~
12
時︵
雨

天
決
行
︒
警
報
発
令
時
は
中
止
︶

▼
場
所　

Ｙ
Ｍ
ｆ
ｇ
維
新
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー

ク
︵
秋
穂
二
島
１
０
６
２
︶

▼
内
容　

親
子
で
自
然
を
散
策
し
な
が
ら
︑

昆
虫
の
不
思
議
な
生
態
や
草
木
を
観
察

し
ま
す
︒

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族
抽
選
15
組
程
度

▼
講
師　

角
田
正
明
氏
︵
や
ま
ぐ
ち
昆
虫

楽
会
会
長
︶

▼
持
参
品　

雨
具
︑
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
︑

筆
記
用
具
︑
飲
み
物
︑
タ
オ
ル
︑
野
外

観
察
に
適
し
た
服
装
︵
長
袖
長
ズ
ボ
ン
︑

運
動
靴
︑
帽
子
等
︑
サ
ン
ダ
ル
履
き
は

不
可
︶︑
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

▼
託
児　

な
し

問問
申申

7
月
15
日
︵
火
︶
ま
で
に
︑

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

電
話
で
︑
社
会
教
育
課
☎

０
８
３
︲
９
３
４
︲
２
８
６
５

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
ご
家
族

へ
の
補
償
金
制
度

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
ご
家
族

へ
の
補
償
金
制
度

　
﹁
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る

補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
﹂
に
基

づ
き
︑
対
象
と
な
る
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者

の
ご
家
族
の
方
々
に
補
償
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
︒
詳
細
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
︒

▼
申
請
期
限　

令
和
11
年
11
月
21
日

▼
受
付
時
間

10
時
~
16
時
︵
土
日
祝
日
︑

年
末
年
始
を
除
く
︶

問問
申申

厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛
生
局

補
償
金
担
当
☎
０
３
︲
３
５
９
５
︲

２
２
６
２

骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
へ
の
助
成

骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
へ
の
助
成

　
市
で
は
︑
骨
髄
お
よ
び
末
梢
血
管
細
胞

の
移
植
の
推
進
︑
ド
ナ
ー
登
録
の
増
加
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
︑
骨
髄
等
を
提
供
さ

れ
た
方
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

▼
助
成
内
容　

助
成
金
額
︙
次
に
掲
げ
る

骨
髄
等
の
提
供
の
た
め
の
通
院
︑
入
院

お
よ
び
面
談
の
日
数
を
合
計
し
た
も
の

に
応
じ
て
︑
１
日
あ
た
り
２
万
円
︵
７

日
が
上
限
︶

・最
終
同
意
の
た
め
の
面
談

・健
康
診
断
の
た
め
の
通
院

・自
己
血
貯
血
の
た
め
の
通
院

・骨
髄
等
の
採
取
の
た
め
の
入
院

▼
対
象　

妊
婦
お
よ
び
産
婦
︵
出
産
後
1

年
ま
で
︶

▼
料
金　

無
料
︵
自
己
負
担
金
８
０
０
円

は
地
元
歯
科
医
師
会
が
負
担
︶

▼
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳
︑
歯
周
疾
患

健
診
受
診
票
︵
妊
娠
届
出
時
に
配
付
︶

問問

子
育
て
保
健
課
☎
０
８
３
︲
９
２
１
︲

７
０
８
５

不
妊
専
門
相
談

(無
料
)

不
妊
専
門
相
談

(無
料
)

　
不
妊
で
お
悩
み
の
方
々
の
相
談
に
専
門

医
等
が
対
応
し
ま
す
︒﹁
ど
の
よ
う
な
検

査
や
治
療
法
が
あ
る
の
か
﹂︑﹁
ど
こ
に
受

診
す
れ
ば
よ
い
の
か
﹂︑﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
や

家
族
に
理
解
し
て
ほ
し
い
こ
と
﹂
な
ど
ご

相
談
く
だ
さ
い
︒　

▼
日
時　

７
月
４
日
︵
金
︶
15
時
~
17
時

▼
場
所　

県
山
口
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
︵
吉

敷
下
東
三
丁
目
1
番
1
号
︶

▼
相
談
対
応
者　

浅
田
裕
美
氏
︵
県
立
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
医
師
︶︑
白

石
晃
司
氏
︵
山
口
大
学
医
学
部
附
属
病

院
泌
尿
器
科
医
師
︶︑
佐
々
木
直
美
氏

︵
山
口
県
立
大
学
看
護
栄
養
学
部
公
認

心
理
師
・
生
殖
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︶

問問
申申

１
週
間
前
ま
で
に
︑
県
山
口
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
課
☎
０
８
３
︲

９
３
４
︲
２
５
３
１

「や
ま
ぐ
ち
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

「や
ま
ぐ
ち
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

県
や
市
町
︑
協
力
店
な
ど
が
連
携
し

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の

所

在
・
連

絡

先

は
17
ペ
ー
ジ
下
参
照

健
康



17 市報やまぐち　2025 年（令和 7年）6月 15日号

保健センター（健康増進課）問問

朝ごはんに、たんぱく質（トリプトファン）を多く含む食
品をしっかり摂ると、睡眠を促すホルモンであるメラトニ
ンが分泌されます。メラトニンが作られるまで、半日かか
るので、朝ごはんにたんぱく質を多く含む食品を摂ること
がポイントです。寝ている間に失われた栄養を補い、1 日
を元気に過ごすためには、主食（ごはんやパン等）・主菜（肉、
魚、卵、大豆等）・副菜（野菜等）のそろった朝ごはんが
おすすめです。
6 月は食育月間です。この機会に、毎日の朝ごは
んについて、見直してみませんか。市ウェブサ
イトには、朝ごはんについて、詳しく掲載して
います。

ぐっすり眠って、 目覚めすっきり朝ごはん

◆　クイズ ◆
Q. 朝食べると、ぐっすり眠れて、すっきり目覚める食べ

物は次のうち、どれでしょう？
①肉　　②魚　　③卵

答え：全て

皆さんは、朝ごはんに何を食べていますか？朝、何を食べる
かによって、睡眠に影響します。

◇保健センター
　糸米二丁目 6-6
　・健康増進課 ☎ 083-921-2666
　・子育て保健課 ☎ 083-921-7085
◇小郡保健福祉センター
　小郡下郷 609-5
　☎ 083-973-8147
◇徳地保健センター
　徳地堀 1561-1
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター
　阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

て
︑
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
制

度
で
す
︒
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
︑﹁
特
典
カ
ー
ド
﹂

が
も
ら
え
︑
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
︒
抽
選
で
︑
湯
田
温
泉
宿
泊
券
︑

市
内
道
の
駅
等
商
品
引
換
券
︑
カ
タ
ロ
グ

ギ
フ
ト
が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま

す
︒
詳
細
は
︑
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
︑
各
保
健
セ
ン

タ
ー
︑
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・

分
館
に
あ
る
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
︒

▼
期
間　

令
和
8
年
2
月
27
日
︵
金
︶
ま
で

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18

歳
以
上
の
方

︻
や
ま
ぐ
ち
健
幸
ア
プ
リ
︼

　
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
県

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ

で
す
︒
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒

問問

市
保
健
セ
ン
タ
ー
︵
健
康
増
進
課
︶

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

︻
今
日
か
ら
始
め
る
！
低
栄
養
予
防
︼

▼
日
時　

７
月
８
日
︵
火
︶
９
時
~
11
時

▼
内
容　

肌
年
齢
測
定
︑
体
組
成
測
定
︑

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相

談
︑
各
種
展
示
︵
低
栄
養
予
防
に
つ
い

て
︶
な
ど

▼
対
象　

市
民
で
健
康
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
方
︑
各
種
健
康
診
査
結
果
に
つ
い

て
相
談
の
あ
る
方
な
ど

▼
持
参
品　

各
種
健
康
診
査
結
果
︵
お
持

ち
の
方
︶

※
体
組
成
測
定
を
希
望
す
る
方
は
︑
裸
足

に
な
れ
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

問問
所所

小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ロ
コ
モ
予
防
教
室

ロ
コ
モ
予
防
教
室

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
︵
ロ
コ

モ
︶
は
︑
骨
や
関
節
︑
筋
肉
な
ど
か
ら
だ

を
動
か
す
機
能
が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と

で
︑
進
行
す
る
と
将
来
︑
要
介
護
に
な
る

リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
︒
今
の
う
ち
か

ら
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
送
る
た
め
の
運

動
や
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
︒

▼
日
時　

①
７
月
18
日
︵
金
︶
10
時
~
11

時
30
分
︑
②
７
月
25
日
︵
金
︶
10
時
~

11
時
30
分
︵
全
２
回
︶

▼
内
容

・
講
師　

①
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク
︑

講
話
︙
長
谷
亮
佑
氏
︵
医
師
︶︑②
講
話・

実
技
︙
澄
川
絵
里
奈
氏
︵
健
康
運
動
指

導
士
︶︑
講
話
︙
市
管
理
栄
養
士

▼
対
象　

市
民
40
人
程
度

▼
持
参
品　

筆
記
用
具
︑飲
み
物
︑タ
オ
ル
︑

動
き
や
す
い
服
装
︑
室
内
用
運
動
靴

問問
申申
所所

電
話
ま
た
は
︑
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
小
郡
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

　
デ
ン
グ
熱
︑
ジ
カ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
︑
日
本
脳
炎

等
の
感
染
症
は
︑
病
原
体

を
持
っ
た
蚊
に
刺
さ
れ
る

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
︒
流

行
地
に
渡
航
す
る
場
合
は

十
分
に
注
意
し
︑
国
内
で
も
蚊
に
刺
さ
れ

な
い
︑
蚊
を
増
や
さ
な
い
た
め
の
対
策
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

・屋
外
の
蚊
が
多
く
い
る
場
所
で
活
動
す

る
場
合
は
︑
肌
を
露
出
せ
ず
︑
虫
よ
け

剤
を
使
用
す
る
な
ど
︑
蚊
に
刺
さ
れ
な

い
よ
う
注
意
す
る
︒

・家
の
周
囲
に
蚊
の
発
生
源
と
な
り
や
す

い
水
た
ま
り
や
草
む
ら
が
あ
れ
ば
︑
定

期
的
に
水
た
ま
り
の
除
去
・
清
掃
や
下

草
刈
り
を
行
う
︒

問問

県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
︲

９
３
４
︲
２
５
３
３

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申
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～肺がん検診（結核検診）実施のお知らせ～

胸部レントゲン検診車が巡回します

かくたん検査とは、たんの中にがん細胞が含ま
れていないかを調べる検査です。
たばこをたくさん吸われる方は、
胸部レントゲン検診だけでは不
十分なため、かくたん検査もお
勧めします。

■対象 肺がん検診受診者のうち、50 歳以上で喫
煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が 600 以上
の方

■負担金 700 円。ただし、次のいずれかの方は
500 円。70 歳以上の方／「後期高齢者医療被保
険者証」を提出された 65 歳～ 69 歳の方／ 70 歳
未満の方で市民税非課税世帯の方（要事前申請）

検診と同じ会場でかくたん検査もできます

問問 保健センター（健康増進課） ☎ 083-921-2666
胸部レントゲン検診を、各地域交流センター等で実施します。各地区の巡回日は、以下の表のとおりです。
詳しい日時、場所については、地域交流センターだより等の地域広報紙や、市ウェブサイト等でお知らせします。
■対象　40 歳以上の市民（今年度中に 40 歳になる方を含む）。ただし、職場等で同様の検診を受けられる

方と妊婦は除く。
■自己負担金　300 円。ただし、令和 7 年 4 月 1 日時点で 40 歳、45 歳、50 歳、55 歳、60 歳の方およ

び昭和３６年４月１日以前に生まれた方は無料。
■持参品　がん検診等受診券（受診券必須。要事前記入）

※印のある肺がん検診は予約制です。ご注意ください。

期日 地区 ・ 場所

6 月

23 日 月 湯田地域交流センター
24 日 火 吉敷地域交流センター
25 日 水 小鯖地域交流センター
25 日 水 阿東徳佐、生雲、嘉年、

篠生、地福　地域内26 日 木
27 日 金

7 月

1 日 火 阿東地域交流センター
篠生分館 ※

3 日 木 阿東地域交流センター
生雲分館 ※

9 日 水 阿東老人福祉センター ※

11 日 金 嘉年基幹集落センター ※

12 日 土 山口市保健センター ※

15 日 火 宮野地域交流センター
16 日 水 JA 山口県ふれあい平川支所
17 日 木 大殿地域交流センター
20 日 日 阿東地域交流センター ※

23 日 水 大歳地域交流センター

24 日 木 茅野神田公民館前
→大内地域交流センター

25 日 金 仁保地域交流センター
→宮野地域交流センター

8 月 24 日 日 大内地域交流センター ※

30 日 土 山口県健康づくりセンター ※

9 月

2 日 火 山口南総合センター
3 日 水 二島地域交流センター
4 日 木 鋳銭司地域交流センター
9 日 火 嘉川地域交流センター

期日 地区 ・ 場所

9 月

10 日 水 佐山地域交流センター
11 日 木 陶地域交流センター
12 日 金 山口市保健センター
16 日 火 阿知須、秋穂　地域内
17 日 水 秋穂保健センター
18 日 木 阿知須健康福祉センター
19 日 金 小郡　地域内
30 日 火 小郡保健福祉センター

10 月

1 日 水 徳地地域交流センター
八坂分館 ※

5 日 日 徳地地域交流センター
島地分館 ※

7 日 火 徳地文化ホール ※

14 日 火 阿知須健康福祉センター ※

16 日 木 秋穂保健センター ※

17 日 金 小郡保健福祉センター ※
18 日 土
21 日 火 徳地島地、串　地域内
22 日 水 徳地柚野、八坂　地域内
23 日 木 徳地出雲　地域内
28 日 火 小郡保健福祉センター
29 日 水 大内地域交流センター
30 日 木 大歳地域交流センター

→吉敷地域交流センター
31 日 金 JA 山口県ふれあい平川支所

11 月 8 日 土 山口市保健センター ※

13 日 木 山口市保健センター
12 月 6 日 土 山口県健康づくりセンター ※
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【認定証の交付】

■対象 山口市国民健康保険（以下：国保）に加入して
いる方で、マイナ保険証を登録されていない方

　※ただし、70 歳以上の住民税課税世帯の方で現役並
み所得者Ⅲ（課税所得 690 万円以上）・一般（課税所
得 145 万円未満等）の方は、資格確認書で自己負担
額の確認ができるため申請は不要です。

■適用開始期日

申請月の初日から（月途中の国保加入者は加入日から）

【認定証の更新】

　すでに交付を受けている方の認定証の有効期限は、7
　月 31 日（木） です。8 月 1 日（金）から有効の認定
　証は申請が必要です（自動更新ではありません）。
■受付開始期日　７月 1 日（火）
■適用開始期日 申請月の初日から
※ 7 月中に申請された方は 8 月 1 日（金）から使える

認定証を交付します。

【入院が長期にわたる方】

　令和 7 年度も引き続き住民税非課税世帯の方は、入

国民健康保険料は、「医療分」「後期高齢者支援金分」「介護分」を合計
したもので、算定方法は次のとおりです。
保険料率は、保険給付等の事業に必要な保険料収入を確保するため、
このたび引き上げを行いました。
保険料の賦課決定通知書は６月中旬に発送します。

法改正により令和６年 12 月２日
以降は、被保険者証の新規発行は
できなくなりましたので、お手元
の被保険者証等の有効期限が切れ
る前までに、マイナ保険証の保有
状況に応じて、「資格情報のお知
らせ」または「資格確認書」を郵
送します。

【マイナ保険証をお持ちの方】
　「資格情報のお知らせ」を普通
郵便で郵送します。

【マイナ保険証をお持ちでない方】
　「資格確認書」を簡易書留郵便
で郵送します。

「限度額適用認定証」などの更新手続き

世帯当たりの年間保険料

医療分 後期高齢者支援金分 介護分
【40歳以上65歳未満】

所得割額 所得割標準額×
9.3％

所得割標準額×
3.0％

所得割標準額×
3.1％

均等割額 被保険者数×
24,600 円

被保険者数×　　　
8,200 円

被保険者数×　　　
9,200 円

平等割額 1 世帯あたり
23,000 円

1 世帯あたり 
7,400 円

1 世帯あたり
6,100 円

賦課限度額 660,000 円 260,000 円 170,000 円

※所得割額は、令和 6 年中に所得がある被保険者ごとに計算後、合算。
※所得割標準額＝令和 6 年中の総所得金額等の合計額 ー 43 万円

「資格情報のお知らせ」 ・
「資格確認書」 の交付

国民健康保険
問い合わせ先 保険年金課 ☎ 083-934-2802
各総合支所総合サービス課 小郡 ☎ 083-973-8131・秋穂 ☎ 083-984-8022
阿知須 ☎ 0836-65-4113・徳地 ☎ 0835-52-1113・阿東 ☎ 083-956-0992

国民健康保険料率の決定

　院日数が 91 日以上（長期入院）の場合、食事代がさ
　らに減額になる場合があります。

■適用開始期日　申請日から
【手続きに必要なもの】

窓口に来られる方の本人確認書類（マイナンバーカード、
運転免許証等）

※窓口に来られた方の本人確認ができない場合、別世帯
の方の申請で委任状がない場合、各地域交流センター
で申請された場合、認定証は郵送対応となります。

※転入された方は、世帯主と国保加入者全員分の所得課
税証明書が必要な場合があります。

■申請先 保険年金課、各総合支所総合サービス課、各地
域交流センター（次は除く。大殿、白石、湯田、小郡、秋穂、
阿知須、徳地、阿東）および分館、大海総合センター

※オンライン申請をご希望の方は、下記のＵＲＬから、
または二次元コードを読み取って申請して
ください。

    https://logoform.jp/form/XCim/840220

「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」とは、入院・通院の際の医療費のお支払いを、自己負担
限度額までとするために必要な認定証です（保険適用外の費用は対象外、医療機関ごと、入院・外来・歯科は別計算）。
※自己負担限度額は、世帯の所得状況で異なります。詳細は、6 月中旬に発送する保険料の賦課決定通知書に同封の「わ

が家の国保」でご確認ください。
マイナ保険証をお持ちの方は、オンライン確認で高額療養費制度における限度額区分がわかるため、
認定証の申請は不要です。ただし、 長期入院該当による食事代の減額を受ける場合は申請が必要です。

Check!
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「福祉医療費助成制度」は、保険診療による医療費の自
己負担額を助成する制度です。新規に助成を受けるため
には、申請が必要です。前年度は所得制限を超えたため
受給できなかった方も、新年度の所得状況により受給で
きる場合があります。なお、更新申請が必要な方には、
書面でお知らせします。申請書に従って更新手続きをし
てください。

国民年金保険料免除 ・ 納付猶予申請書の受付開始

■申請先

　山口年金事務所、保険年金課、各総合支所総合サー
ビス課、各地域交流センター（次は除く。大殿、白石、
湯田、小郡、秋穂、阿知須、徳地、阿東）および分館、
大海総合センター

7 月から、令和 7 年度（７月分～令和 8 年６月分）
の国民年金保険料免除・納付猶予申請書の受け付け
を始めます。過去期間は、申請時点の２年１カ月前
までさかのぼって申請できます。免除、納付猶予を
受けるための所得要件など、ご不明な点はお問い合
わせください。
※マイナポータルからの電子申請も可能です。詳し

くは日本年金機構ウェブサイトをご覧ください。
※昨年度、全額免除または納付猶予が承認された方

で、継続申請を希望された方は、申請の必要はあ
りません。後日、日本年金機構が審査結果を通知
します。

※納付猶予制度の対象年齢は 50 歳未満です。

問い合わせ先　山口年金事務所☎ 083-922-5660［2 番］保険年金課 ☎ 083-934-2801 各
総合支所総合サービス課　小郡 ☎ 083-973-8131・秋穂 ☎ 083-984-8022
阿知須 ☎ 0836-65-4113・徳地 ☎ 0835-52-1113・阿東 ☎ 083-956-0992国民年金

免除区分 保険料の月額

なし 17,510 円
4 分の 1 13,130 円

半額 8,760 円
4 分の 3 4,380 円

福祉医療費助成制度
問い合わせ先　保険年金課 ☎ 083-934-2803

■免除区分と保険料の月額

 重度心身障害者医療費助成制度

■対象 身体障害者手帳 1 ～ 3 級、精神障害者保健福祉
手帳 1 級、障害年金 1 級、療育手帳 A 判定（山口県の
判定）、特別児童扶養手当 1 級、特別障害者手当等

※本人の所得が一定の制限額を超えないこと。
■受付開始日　6 月 13 日（金）
■年度更新日　7 月 1 日（火）

 こども医療費助成制度

■対象　小中学生および高校生世代
※所得制限なし
■年度更新日　8 月 1 日（金）

 乳幼児医療費助成制度

■対象　小学校就学前の乳幼児
※所得制限なし
■受付開始日　6 月 13 日（金）
■年度更新日　8 月 1 日（金）

 ひとり親家庭医療費助成制度

■対象 母子家庭または父子家庭の親と 18 歳未満
の子、父母のいない 18 歳未満の子、両親のどち
らかが重度障がいにより働けない 18 歳未満の子
とその親は子が 18 歳の年度末まで（ただし、高
等学校等に在籍する子は 20 歳の年度末まで）。

※市区町村民税所得割が非課税の世帯であること。
ただし、課税世帯であっても 19 歳未満の扶養親
族があれば、対象となる場合あり

■受付開始日　6 月 13 日（金）
■年度更新日　8 月 1 日（金）

◆いずれも

■持参品　受給対象者の保険情報が確認できる書類
（健康保険証・マイナ保険証・資格確認書・資格情報
のお知らせ等）、印鑑（被保険者本人と受給対象者※

が来庁の場合は不要）、障がいの程度を証明するもの
（重度心身障害者医療のみ）、ひとり親家庭を証明す
るもの（ひとり親家庭医療のみ）、令和 7 年度所得課
税証明書（令和 7 年１月２日以降に転入した方など）
または地方税関係情報の取得に関する同意書、マイ
ナンバーが分かるもの（山口市で対象者の所得状況
が確認できる場合は不要）、来庁者の顔写真付きの証
明書（運転免許証等）

※受給対象者が未成年の場合は保護者
■申請先　保険年金課、各総合支所総合サービス課
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■申請先

介護保険課、小郡保健福祉センター内介護保険課、各
総合支所総合サービス課（秋穂、阿知須、徳地、阿東）、
各地域交流センター（次は除く。大殿、白石、湯田、
小郡、秋穂、阿知須、徳地、阿東）および分館、大海
総合センター

■特例減額措置制度

本人または世帯員（世帯分離している配偶者も含む）
が市民税を課税されている場合でも、一定の要件を満
たす方については、申告することで特例的に減額措置
が適用される場合があります。

■申請受付開始日　6 月 17 日（火）
令和 6 年度の負担限度額の認定有効期限は 7 月 31 日
です。引き続き負担限度額認定を希望される方は、更
新申請の手続きが必要です。なお、5 月下旬までに負
担限度額認定を受けた方には、6 月中旬に更新勧奨通
知を送付します。

■ 1 日当たりの負担限度額

第１
段階

第２
段階

第３
段階①

第３
段階②

基準
費用額

多
床
室

特別養護
老人ホーム等

0 円 430 円                    430 円
915 円

老人保健施設・
介護医療院等 437 円

従
来
型
個
室

特別養護
老人ホーム等 380 円 480 円                    880 円 1,231 円

老人保健施設・
介護医療院等

550 円
　　          1,370 円

1,728 円
ユニット型個室的

多床室

ユニット型個室 880 円 2,066 円

食　費
（　　）内はショー
トステイ利用の場合

300 円
（300円）

390 円
（600円）

650 円
（1,000 円）

1,360 円
（1,300 円）1,445 円

■ 軽減対象日

申請受付日の月の初日から
（郵送の場合は申請書が市に届いた日が受付日とな
ります）

■ 対象要件

介護保険の認定を受けており、以下の判定基準を満
たす方

※ 1　第 2 号被保険者（40 ～ 64 歳）の預貯金等
の判定基準については、各段階ともに単身
1,000 万円（夫婦 2,000 万円）以下です。

段階
判定基準

所得の基準 預貯金等の基準※ 1

第１
段階

・ 生活保護受給者
・ 市民税非課税世帯の老齢

福祉年金受給者
単身 1,000 万円以下

（夫婦2,000万円以下）

第２
段階

市民税非課税世帯で、年金
収入金額と合計所得金額（※
２）の 合 計 が 80 万 9 千 円
以下の方

単身 650 万円以下
（夫婦1,650万円以下）

第３
段階
①

市民税非課税世帯で、年金
収入金額と合計所得金額の
合計が 80 万 9 千円超 120
万円以下の方

単身 550 万円以下
（夫婦 1,550 万円以下）

第３
段階
②

市民税非課税世帯で、年金
収入金額と合計所得金額の
合計が 120 万円超の方

単身 500 万円以下
（夫婦1,500万円以下）

■ 手続きに必要なもの

・ 預貯金等の通帳の写し（申請日の２カ月以内に記
帳したものであって、最終残高を含む直近２カ月
分が記帳されたもの）※ 3

・ 届出者の身分証明書
・ 対象者のマイナンバーカードまたは通知カード※ 4
・ 代理人の場合は代理権が分かるもの（介護保険証

など）
・ 自署できない場合は印鑑※ 5
※ 3、※ 4、※ 5　配偶者のものも含む。

介護保険
問い合わせ先　介護保険課☎ 083-934-2795

介護保険施設利用時の食費 ・ 居住費を軽減できます

施設・短期入所サービスを利用された時の食費と居住費の負担額を軽減できます。軽減を受けるためには、申請が必
要です。なお、 令和 7 年 8 月から負担段階の判定基準が一部変更となります。

＜令和 7 年 8 月から＞

※ 2　合計所得金額から、公的年金等に係る雑所得
を控除した金額


